
                                                                           



ここはやまのほいくえんです。

こどもたちはきょうもげんきにあそんでいます。

「たぬこせんせい、ぼくおそとであそぶね。」とくまくんは

いって、そとにむかってはしりだしました。

そのとき



グラグラグラーッ
おへやがおおきくゆれました。じしんです。

「わーっ！」

「みんな、はやくつくえのしたにかくれて!!」とたぬこせん

せいはさけびました。



みんなはつくえのしたにかくれてじっとしています。

つくえがゆれて、はさみやえほん、クレヨンもうえからおちて

きました。



しばらくするとゆれがおさまりました。

「あーこわかった。」うさこがいいました。

たぬこせんせいが「みんなだいじょうぶ？」ときくと

「うん、へいきだよ。」とケロくんがこたえました。



たぬこせんせいが「みんなこれからそとへにげますよ。

にげるときの『おはし』のおやくそくをまもってね。」という

と「はーい。」とみんながへんじをし、たぬこせんせいのあと

につづきます。



そとへにげると、やぎえんちょうがしんぱいそうにまってい

ました。「みんなだいじょうぶだったかい。」とやぎえん

ちょうがきくと

「だいじょうぶ。ぼくたち『おはし』でにげてきたんだよ。」

とみんながいいました。

「そとにいたみんなはどうしていたの。」ととりくんがたず

ねます。



そとにいたモンきちが「ぼくたちはじめんにしゃがんでいた

よ。みんながいるからって、おへやにもどっちゃいけないん

だって。」とこたえました。



たぬこせんせいは「とてもたいせつなことだから、にげると

きの『おはし』のおやくそくを、もういちどおもいだしてみ

ましょう。」とこどもたちにいいました。



「おはしの『お』は、おさないの『お』だよ。」とくまくん

がこたえます。

たぬこせんせいは「よくおぼえていたわね。」といいました。



「おはしの『は』は、はしらないの『は』だよ。」とこんど

はうさこがこたえます。

「そうね。おへやにはうえからおちてきたものがあったりし

て、はしってにげるところんじゃうよね。おちついてあるこ

うね。」とたぬこせんせいがいいました。



「おはしの『し』は、しゃべらないの『し』。」ととりくん

がいいました。

「おしゃべりしていると、どこににげればいいかわからなく

なってしまうわね。

せんせいのいうことは、しっかりときいてね。

みんなちゃんと『おはし』をおぼえられていてえらいわね。」

とたぬこせんせいはこどもたちをほめました。



「だれもけがなくにげられてよかったね。」やぎえんちょう

がいいました。

「こわかったけれど、『おはし』をまもってひなんできた

よ。」とこどもたちがいいました。

さあ、みんなもじしんがきたときおちついてひなんできるかな？



あ と が き
　幼児教育学科に学ぶ私たちは、子どもたちにも幼い頃から防災意識をもっ

てもらう重要性を認識し、長野県内でも起きている地震発生の際の避難方法

に着目し、合言葉「お・は・し」と屋外で遭遇した時の避難の方法を絵本と

しました。

　この絵本は長野市との幼児防災啓発連携事業として制作したものです。
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この本を作った人たち


